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戦略リスクマネジメント成熟度診断

中長期的な企業価値向上に資する新たなリスクマネジメント体制の構築

地政学／経済安全保障、人権、ESG関連など企業を取り巻くリスク環境は目まぐるしく変
化しています。また、従来とは異なる新たなリスクが、現在の経営戦略だけでなく、中長
期的な企業価値までも脅かしています。KPMGはそれらを｢戦略リスク｣と捉え、現在の課
題と優先度を明確にし、企業価値の向上に資する新たなリスクマネジメント体制の構築を
支援します。

戦略リスクマネジメントの必要性

VUCA時代の企業経営は、中長期的な将来像から逆算し、
攻め（成長戦略）と守り（リスクマネジメント）の両方
からの経営判断が必要であり、難しい舵取りが求められ
ています。特に、地政学／経済安全保障、人権、ESG関
連などを含む戦略リスクは、事前の見積りが甘く損失が
拡大し事業戦略の大幅な修正が必要となったり、リスク
発現後の対応が顧客・取引先・地域社会等の一部ステー
クホルダーにとって適切ではなく、信頼が失墜し対応に
追われたりするケースがあります。

こうした戦略リスクに対処していくことは、安定した収
益を確保して財務基盤を維持するだけでなく、企業が環
境・社会にポジティブな影響をもたらす存在であり続け
るために重要です。

戦略リスクのような脅威や機会を中長期的目線で的確に
捉え先手を打つことで、ステークホルダーが抱える課題
解決の一助となり、環境・社会に対する好循環を生み出
すことができます。したがって財務だけでなく非財務の
観点からも戦略リスクへの対処は有効と言えます。
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戦略リスクマネジメント成熟度診断モデル

項目 評価 評価コメント 対応方針

業務プロセス 4 ・・・・ ・・・・

人材 2 ・・・・ ・・・・

テクノロジー 3 ・・・・ ・・・・

サービス提供モデル 4 ・・・・ ・・・・

パフォーマンス・
インサイト＆データ 2 ・・・・ ・・・・

ガバナンス 2 ・・・・ ・・・・

ステップ1：成熟度診断評価 ステップ2：評価結果可視化・フィードバック
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業務
プロセス 人材 テクノ

ロジー
サービス
提供
モデル

パフォー
マンス・
インサイト
＆データ

ガバ
ナンス

5
先
進
的

4 

完
全

3 

十
分

2 

最
低
限

1 

脆
弱

・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・

・・・・

・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

✓

✓

✓

✓

✓ ✓

ギ
ャ
ッ
プ

ギ
ャ
ッ
プ

戦略リスクを含むリスクマネジメント体制の構築にあたり、従来のリスクマ
ネジメント体制やプロセス等において改善すべきポイントを特定できず、具
体的な課題と優先度を判断できないケースがあります。

KPMGは、KPMGインターナショナルが策定したターゲットオペレーティン
グモデル（TOM）に基づき、｢戦略リスクマネジメント成熟度診断サービス
（以下：本診断モデル）｣を開発しました。本診断モデルは①業務プロセス、
②人材、③テクノロジー、④サービス提供モデル、⑤パフォーマンス・イン
サイト＆データ、⑥ガバナンスの各観点から独自の評価を行い、リスクマネ
ジメントの現状把握、課題と取組み優先度、および課題解決の方向性を明ら
かにします。また、本診断モデルでは業界内の水準も考慮し、現状と目指す
レベルのギャップを明確にすることが可能です。

戦略リスクを考慮した取組むべきポイントと具体的なステップの可視化は、
リスクマネジメント体制の効率的・効果的な高度化において有効であり、改
善に向けた第一歩となります。



ここに記載されている情報はあくまで一般的なものであり、特定の個人や組織が置かれている状況に対応するもの
ではありません。私たちは、的確な情報をタイムリーに提供するよう努めておりますが、情報を受け取られた時点
及びそれ以降においての正確さは保証の限りではありません。何らかの行動を取られる場合は、ここにある情報の
みを根拠とせず、プロフェッショナルが特定の状況を綿密に調査した上で提案する適切なアドバイスをもとにご判
断ください。
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KPMGによる支援

本診断では、成熟度診断評価から取組むべきステッ
プの策定まで支援します。評価では、一般的なオペ
レーショナルリスクへの対応力に加え、戦略リスク
に対する検討プロセスや、経営層・取締役会の関与
の在り方等も含めて診断を行います。評価は5段階が
基本ですが、実施前にインタビューをし業界の水準
も考慮しながら項目ごとに目指すレベルをあらかじ
め設定したうえで実施します。

評価後は、抽出された複数の課題に対して、リスク
対応の遅れによる損失の大きさも考慮したうえで、
優先的に着手すべきものと段階的に対応すべきもの
とに分類・構造化します。こうした課題整理に加え、
社内のリソースも考慮することで、現実的かつ具体
的に取組むべきステップを明確化することが可能で
す。KPMGは、本診断を経て特定された課題に対し、
継続的に支援が可能な以下の関連サービスもあわせ
て提供しています。

 戦略リスクマネジメント成熟度診断の実施  評価結果の活用

・新規事業・サービス検討時のリスクレビュー
・ESG／リスク観点を踏まえた中期経営計画・事業
計画策定支援
・グローバルサプライチェーンリスクマネジメント支援
・シナリオ分析による将来リスク評価支援
・事業リスク開示対応支援

・ESG観点を踏まえたリスク評価の支援
・組織／事業再編に伴うリスク対応支援
・サードパーティリスク管理体制の構築
・ESGリスクマネジメント支援
・エマージングリスク影響評価支援
・組織レジリエンス診断サービス

 主要な関連サービス


